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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
千葉県教育庁生涯学習課の井浦と申します。（自己紹介）

「新千葉県立図書館・県文書館複合施設」の計画概要と提案内容について説明します。




1プロジェクトの全体概要

東部図書館

県文書館

西部図書館

中央図書館

現在の県立図書館３館と県文書館の統合

住宅地

公園

計画建物

青葉の森公園の中に計画される県立図書館・県文書館

N

「文化保存」と「環境性能向上」という要素を両立させ
施設統合＋ZEB Readyという全国的にも希少な成果を実現した千葉県のチャレンジ

↓
新千葉県立図書館・県文書館

－背景－
■公共施設の再編・再構築が全国で進行中の中、千葉県立図書館・文書館も１つに統合
■文化情報資源の「知の創造と循環」の拠点となる施設
■「省エネ・集約・快適性・保存性」を一体で実現する先導モデル

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本プロジェクトは、全国で公共施設の再編が進む中、3つの県立図書館と文書館を1つに統合し、文化情報資源の「知の創造と循環」の拠点となる施設です。
既存施設の老朽化や耐震性への不安、分散管理の課題に対して、集約することにより機能性を高めながら、快適性向上や省エネルギーの実現を目指しました。
「文化保存」と「環境性能向上」を両立させ、「施設統合」と「ZEB Ready」という全国的にも希少な成果を実現した千葉県のチャレンジです。
敷地は、県立青葉の森公園内の「はらっぱ」と呼ばれている部分を選定し、公園の風景と環境に寄り添う図書館・文書館としました。
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・ 利用エリア は公園側に開き、 業務・保管エリア は北側に集約して外乱をおさえた、
明快なゾーニング

・ それぞれのエリアを大屋根や庇で、一体的につなげ、相乗効果を生み出す

公園

駐車場

里の森

全体ゾーニング図

プロジェクトの全体概要

－施設構成－

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、施設構成を説明します。

不特定多数の方が利用できる「利用エリア」は公園側に開き、職員が利用する「業務・保管エリア」は外乱を抑える北側に集約する、という明快なゾーニングとしました。
それぞれのエリアを象徴的な大屋根や庇で一体的につなげ、相乗効果を生み出しています。
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プリミティブな建築構成と
先導的技術の融合

キープラン

プロジェクトの全体概要

開口・外壁・庇が幾重にも纏う、多層で包む建築の構え

4

1 2

3

5

はらっぱの記憶に呼応する、公園の風景と環境をつなぐ
大屋根の建築

空気・風・光を調和させる、庇と天井の空間デザイン

公園の木漏れ日のような、空間体験をつなぐ
シークエンス

公園の風景を閲覧ゾーンへと導く、連続した
庇と天井

風景を公園へと導き、自然の開放性と閲覧の集中が
共存する環境を創出

－全体空間構成－

１
２

３

５４

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、全体の空間構成についてです。
左下のパースにあるように、「はらっぱ」の記憶に呼応する、公園の風景と環境に寄り添う大屋根が特徴的な建築です。
公園へ開いた閲覧空間と、資源を保存する書庫を大きな屋根により包みます。

アプローチからは、閲覧空間の大きなガラス開口、書庫を守る風合いのある外壁、そしてこれらをつなぎ、包み込む、庇が目に入ります。これらの要素が幾重にも連続する多層構成となっています。
エントランスから館内へ進むと、右下のパースのように、県産木材の天井や自然光に導かれ、穏やかなシークエンスが展開します。�まるで木漏れ日の中を歩いているような体験で、訪れる人々を迎え、やさしく空間をつなげます。
右中央の２階の閲覧空間では、深い庇が天井へと連続して伸び、公園の景観をゆるやかに屋内へ引き込み、あらゆる来館者の居心地のよさを実現します。
左上のパースは、3階から全体を見渡した様子です。連続する庇や天井意匠が、大きなワンルームの様々な場所における空気・風・光環境を適切に調和する空間です。
右上のパースにある公園側に開かれた３階閲覧席は、本施設の特等席で、公園の風景を取り込みながらも、庇や天井の構成により、まぶしさや熱環境を抑えています。

これらのプリミティブな建築技術と先端技術の融合デザインにより、居心地よく知を探究できる室内環境を実現しています。
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① 書庫の運用エネルギーを抑制する建築計画と空調システム

② 来館者の快適性・閲覧環境と省エネルギーを両立するシステム

③ 公共施設における再エネ利用を普及・促進する余剰電力活用システム

④ 木材利用による炭素貯蔵とオペレーショナルカーボンの低減の取り組み

普及段階にある個別省CO2技術の複合的な活用
積極的な建築と設備の統合デザイン

図書館・文書館として
求められる性能や機能

サステナブル
建築

プロジェクトの全体概要

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは、本プロジェクトで提案している省エネ、省CO2技術について説明します。
本プロジェクトは、図書館・文書館として求められる性能や機能に対し、普及段階にある省CO2技術を複合的に活用するとともに、建築と設備の統合デザインにより、サステナブル建築を目指しています。
図書館・文書館の代表的な空間である書庫と閲覧室に対して、それぞれの特徴を捉えた建築・設備計画を行いました。
また、室内に県産材を含む木材を多用し、公園の自然と連続する閲覧空間の快適性を高めました。
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恒温恒湿環境を維持しつつ省エネルギー化を図ることが施設全体の省エネに寄与する

①書庫の運用エネルギーを抑制する建築計画と空調システム

外断熱：110mm (XPS)

2FL

3FL

断熱材

書庫

PS

PS

小屋裏

外断熱：50mm
（EPS）

書庫廊下

廊下

勾配屋根太陽光発電パネル

庇

庇

天井スラブ

外断熱：30mm (XPS)

暖気を書庫空調再熱に利用

外断熱：80mm (XPS)

建築的な配慮

空調システムによる工夫

自然エネルギーの活用

（二重屋根）

書庫まわり断面図

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに、書庫の計画についてです。
本施設のような県立の図書館・文書館は、恒温恒湿環境が求められる書庫の比率が高く、書庫の省エネが施設全体の省エネにおいて重要なポイントとなっています。
まず、建築計画において、屋根を適切に断熱し、外壁も含めて二重化し、さらに外断熱により、負荷変動を抑えました。
二重構造とした小屋裏は、そこに溜まる暖気を書庫空調の再熱にも活用しています。
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一般的な書庫空調システムに対して、53%の削減（空調搬送消費電力）

建築的な配慮

空調システムによる工夫

自然エネルギーの活用

小屋裏の暖気

二重壁書庫書庫

AHU OHU

OA

再熱用熱回収

熱容量を確保することで
空調の間欠運転時の
書庫内温湿度を安定化

VAV VAV MD

VAVゾーン毎・二重壁空調の「間欠運転」

⇒ “止め方の工夫”

VAVゾーン

吹出口（天井）

吸込口（壁面）

①書庫の運用エネルギーを抑制する建築計画と空調システム

恒温恒湿環境を維持しつつ省エネルギー化を図ることが施設全体の省エネに寄与する

書庫空調システム概略図

書庫空気寿命分布図

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまで一般的に、書庫は、温湿度環境の変動を恐れて24時間空調を行っていましたが、VAVゾーンごとのスイッチングによる間欠運転を可能な計画としました。
また、天井からの給気、壁面下部からの吸込みとして、制気口を適切に配置することにより、よどみを無くし、空気の流動性をしっかり確保しました。
これらの工夫により、安心して間欠運転を行い、書庫の省エネを達成できる仕組みとしました。
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日常における取組みが非常時の備えにもなるフェーズフリーな計画

文化保存施設に求められる蔵書・文書の保存

公共施設に求められる県民の安全確保

断熱性能の違いによる書庫の自然室温上昇
施設機能維持のための設備

水害

火災

地震

・
・
・

上下水

電力

通信

交通

インフラ

災害

必要機能 対応設備

耐震性

蔵書・
文書の
保存

空気質
の維持

トイレ
使用

免震構造

書庫断熱

開閉可能な窓

換気設備
温熱
環境の
確保

空調設備

雑用水供給

緊急排水槽

非
常
電
源
・
太
陽
光
発
電
利
用

執務環境

情報発信 サイネージ

蔵書・文書を
急激な変化から守る

①書庫の運用エネルギーを抑制する建築計画と空調システム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
書庫の断熱性能を高めることは、非常時の備えにもなり、フェーズフリーです。
本施設では、非常時に県民の安全を確保するだけでなく、文化保存施設として、貴重な蔵書類を守ることも求められています。
免震構造により耐震性を高めるとともに、書庫の断熱性能を高めることで、空調停止時の室温上昇を抑え、蔵書類を守る工夫を行っています。
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利用エリア

吸込口

2F

VAV VAV循環ファン（西面のみFCU）

書架 書架
閲覧席

閲覧席

FAN

3F

自然通風
（中間期）

閲覧席を陽圧とし、
上部の熱の流入を防ぐ

SA

自然通風
（中間期）

自然通風
（中間期）

居住域空調

大空間における来館者の快適性・閲覧環境の維持と省エネルギー性の両立

②来館者の快適性・閲覧環境と省エネルギーを両立するシステム

外気予冷予熱への地中熱直接利用

3F 閲覧席

2F・3F 利用エリア

赤外線アレイセンサー

TABS空調

床放射空調

閲覧席・利用エリア空調システム概略図

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、利用エリアについてです。
北側に集約して閉じた保管エリアに対して、利用エリアは公園側に開いた計画としています。
閲覧環境の構築もポイントで、来館者の快適性を維持しながら、省エネルギーを図ることが重要です。

3階閲覧席は、公園のビューを維持しつつ、深い庇が直達日射を遮ります。
天井を抑えた落ち着きのある空間とし、一方、2階書架エリアは、開放的で天井からやわらかい光が入る吹抜け空間としています。
これらの空間に適合しながら省エネルギーを実現するため、3階はTABS、2階は床放射空調とし、赤外線アレイセンサーによる制御を採用しています。
また、地中熱を利用して、空気質に配慮しながら、外気の予冷・予熱を行っています。
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① 公園の自然と連続する閲覧空間の快適性
② 自然採光・通風×ナッジデザインによる行動誘導
（手動開閉窓・サイネージ連携）

③ 天井意匠の最適化で視環境・快適性を両立

来館者の
ウェルネス実現

天井・壁の木質化

天井・壁・床・書架の木質化

木の温かみ・香り

換気適

換気不適

窓開けのきっかけづくり

開けたくなる窓

グレアを抑制した光環境

明るくて心地良い視環境

家具の木質化 床の木質化

グレア画像

明るさ検討画像

②来館者の快適性・閲覧環境と省エネルギーを両立するシステム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
利用エリアでは、来館者のウェルネスを実現するため、五感に働きかける取組みを行っています。
内装から木の温かみや香りを感じられるようにし、公園からの風や音を感じられる手動の通風装置を設け、さらに、明るくて心地よい視環境を構築しています。
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公共施設における太陽光発電のオンサイト利活⽤を拡⼤する余剰電⼒活⽤システム

③公共施設における再エネ利⽤を普及・促進する余剰電⼒活⽤システム

熱源のバッファー

空調・躯体のバッファー

発
電
に
よ
る
余
剰
電
⼒

空気熱源
ヒートポンプユニット
（118kW・1台）

⽔蓄熱槽約80㎥
（冷⽔・温⽔切替）

3F TABS空調
（躯体熱容量の活⽤）

満蓄後も余剰電⼒がある場合、
3F床の躯体熱容量を活⽤

ピークカット・
低負荷対応への寄与0

10

20

30

40

50

9:00 11:00 13:00 15:00 17:00 19:00

消
費
電
⼒
量
[k
W
h]

時刻
電灯合計 動⼒合計

夏季（7/19）休館⽇

0

10

20

30

40

50

9:00 11:00 13:00 15:00 17:00 19:00

消
費
電
⼒
量
[k
W
]

時刻

冬季（1/17）休館⽇

電灯合計 外灯合計

発電電⼒ポテンシャル
（晴天時）

88kW

57kW

■ 建物内負荷合計 蓄電池建物内負荷合計 蓄熱運転書庫空調の間⽋運転

休館⽇余剰発電を空調の蓄熱技術で有効利活⽤

従来システムでの発電電⼒使⽤量 余剰電⼒活⽤による発電電⼒使⽤量
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木材ボリューム換算
：約430㎥※1（移植込み）

木質材料の採用
：約435㎥

元の敷地へ戻す
はらっぱ移植

移植

伐採

≒

※1:既存樹木投影面積をスギ森林に置換したボリューム

■木材利用による炭素貯蔵

敷地の既存樹木は、移植＋伐採

木材ボリューム換算

ほぼ同等の木材を採用

公園全体での継続的な炭素貯蔵を意図
※みなとモデル二酸化炭素固定認証制度
★★★認証（0.01㎥/㎡）の2倍以上

④木材利用による炭素貯蔵とオペレーショナルカーボンの低減の取り組み

J-CAT簡易版による算定結果

A1-3
25%

A4-5
3%

B1
2%

B2-5
35%

B6-7
34%

C1-4
1%

kg-CO2e/m2年
85.8 
（GHG）

34%

■オペレーショナルカーボンの低減

※注1） 2024年5月20日開催 ゼロカーボンビル推進会議主催 連続講座
「ホールライフカーボン評価の基礎知識」第3シーズン 講演資料

本プロジェクト計画値

一般的な新築建物※注1

（0.022㎥/㎡）

A1-3：資材
A4-5：施工
B1：使用（フロン）
B2-5：維持保全・修繕

・更新・改修
B6-7：使用（光熱水）
C1-4：解体

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、本施設ではホールライフカーボン低減についても取り組んでいます。
敷地整備にあたり、既存樹木の一部は、公園内の別の場所へ移植し、一部は伐採されました。
施設計画では、これらの木材ボリュームと同等の木質材料を採用し、公園全体での継続的な炭素貯蔵を図っています。
また、省CO2技術により、オペレーショナルカーボンを大幅に低減しています。
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建築と設備の統合デザインを積極的に行いCASBEE-建築（新築） Sランクの達成

建築環境総合性能評価

※自己評価

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャー 2-2 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

3.2

標準計算

* SDG1,2,10,14,16は他のゴールに集約されています

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Q のスコア = 3.9
Q1 室内環境      Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）

3.6 3.9 4.1

LR　環境負荷低減性 LR のスコア = 4.1
LR1 エネルギー      LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

4.3 4.2 3.7

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容
を、一般的な建物（参照値）と比べたライフサイクル
CO2 排出量の目安で示したものです

2-3 建築環境SDGsチェックリスト評価結果

BEE = 

C: ★★: -B★★★: +B★★★★A: ★★★★★S: 30%: ☆☆☆☆☆ 60%: ☆☆☆☆ 80%: ☆☆☆ 100%: ☆☆ 100%超: ☆
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73 3.2

0 50 100

0

50

100

環
境

品
質

Ｑ

環境負荷 L

S A B+

B-

C

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

0 46 92

建設 修繕・更新・解体 運用 オンサイト オフサイト

100%

62%

62%

62%

①参照値

②建築物の取組み

③上記+②以外の

オンサイト手法

④上記+

オフサイト手法

）2 m・年/2CO-kg（

3.6 3.7

3.1

4.3

1

2

3

4

5

4.0 3.9 4.0 

1

2

3

4

5

3.0 

5.0 

4.0 

1

2

3

4

5

5.0

4.0
4.2

4.0

1

2

3

4

5

4.0 
4.2 4.3 

1

2

3

4

5

4.5 

3.6 

3.0 

1

2

3

4

5

音環境 機能性 生物環境
耐用性

・信頼性

対応性

・更新性

まちなみ

・景観

地域性・

アメニティ

Q3のスコア=Q2のスコア=Q1のスコア=

温熱環境 光･視環境 空気質環境

水資源

保護

非再生材料の

使用削減

LR3のスコア=LR2のスコア=LR1のスコア=

汚染物質

回避
建物外皮の

熱負荷
自然エネ
ルギー

設備システ 効率的
地球温暖化

への配慮

地域環境

への配慮

周辺環境

への配慮

2.7 

3.0 

2.6 
2.9 

2.8 
2.9 

2.8 

2.8 

2.7 

2.4 
2.8 

2.8 3（保健）

4（教育）

5（ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ）

6（水・衛生）

7（ｴﾈﾙｷﾞｰ）

8（経済・雇用）

9（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）

11（都市）

12（生産・消費）

13（気候変動）

17（実施手段）

15（陸上資源）

1 2 3

■使用評価マニュアル： 使用評価ソフト：CASBEE-建築 (新築 )2021年SDGs対応版_追補版 CASBEE-BD_NC_2021SDGs(v 2.3.5)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらの取り組みにより、CASBEE建築の自己評価では、Sランクを達成しました。また、SDGsチェックリスト評価においても、最高ランクを達成しています。
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県立図書館としては稀なZEB Ready認証を取得

BELS認証

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実施設計完了時点でBELS認証も取得しており、多くの省CO2技術の採用と、建築と設備の統合デザインにより、県立図書館としては稀なZEB Readyを実現しています。



集約化し高機能・高性能化する公共施設のリーディングモデルとなって
提案技術を実現し、事後検証結果とともに情報発信をしていくことで

全国の自治体への普及に貢献していきたいと考えています

ご清聴ありがとうございました

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本施設はまもなく着工し、2029年度中には多くの来館者をお迎えする予定です。
今後は、集約化し、高機能・高性能化する公共施設のリーディングモデルとなって提案技術を実現し、事後検証結果とともに情報発信をしていくことで、全国の自治体への普及に貢献していきたいと考えています。
ご清聴ありがとうございました。
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